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大震災以後十五年の今、東日本大震災句集 わたしの一句 募集
 　

宮
城
県
俳
句
協
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
を
祈
り
、
明
日
へ
の
一
歩

を
刻
む
礎
と
し
て
、『
東
日
本
大
震
災
句
集　

わ
た
し
の
一
句
』
を
こ
れ
ま
で
三
度

刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
三
月
で
東
日
本
大
震
災
よ
り
十
五
年
が
経
ち
ま
す
。

　

こ
の
節
目
に
あ
た
り
、
俳
句
の
力
で
大
震
災
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に

未
来
へ
伝
え
て
い
き
た
く
四
冊
目
を
刊
行
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
に
よ
り
、
震
災
直
後
か
ら
十
五
年
を
迎
え
た
現
在
ま
で
を

詠
ん
だ
俳
句
を
広
く
募
集
い
た
し
ま
す
。
被
災
の
有
無
や
居
住
地
、年
齢
を
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
ふ
る
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

●
応
募
作
品

　

大
震
災
後
十
五
年
を
迎
え
る
今
日
ま
で
の
自
作
一
句
か
ら
三
句
ま
で

　

既
発
表
作
品
可

　

応
募
者
は
原
則
も
れ
な
く
一
句
掲
載
し
ま
す
。
四
六
判
ソ
フ
ト
カ
バ
ー　

　

※
内
容
は
自
由
で
す
が
、
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
俳
句
に
限
り
ま
す
。

　

※
発
行
は
八
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
方
法

　

Ａ
４
ま
た
は
Ｂ
５
原
稿
用
紙
ま
た
は
便
箋
な
ど
一
枚
の
用
紙
に
左
記
内
容
を
記
入
の
上
、

　

封
書
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

①
俳
句
三
句
以
内
（
で
き
る
だ
け
近
作
）

　

②
居
住
地
―
市
町
村
名
（
政
令
都
市
は
市
区
名
）

　

③
氏
名
ま
た
は
姓
・
俳
号
（
ふ
り
が
な
）、
現
在
の
年
齢

　

④
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号

　

⑤
句
集
の
購
入
希
望
の
有
無
を
必
ず
明
記
（
一
冊
以
上
の
場
合
は
希
望
の
冊
数
）

　

※
二
句
以
上
応
募
さ
れ
た
場
合
は
、
会
長
及
び
事
務
局
が
選
を
行
い
ま
す
。

　

※
句
集
に
は
作
品
一
句
の
ほ
か
、
姓
俳
号
（
ま
た
は
氏
名
）
居
住
地
（
市
町
村
名
な
ど
）

　
　

年
齢
を
記
載
し
ま
す
。

●
応
募
料

　

無
料
。
た
だ
し
、
句
集
は
一
冊　

一
，
〇
〇
〇
円
（
送
料
共
）
で
頒
布

　
（
で
き
る
だ
け
協
力
く
だ
さ
い
。）

　

頒
布
希
望
者
は
、
現
金
ま
た
は
定
額
小
為
替
で
、
句
と
と
も
に
同
封
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
先
な
ど

　

E-m
ail:w

atashinoikku@
gm

ail.com

　

X

（
旧Tw

itter

）:@
w

atashinoikku

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
宮
城
県
俳
句
協
会
の
応
募
フ
ォ
ー
ム

　
（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

　

応
募
フ
ォ
ー
ム
： https://m

iyagi819.com
/ikku/

●
応
募
締
切　

令
和
八
年 

五
月
十
日
（
日
） 

必
着

●
応
募
先　

〒
九
八
九
―
三
二
一
六

　
　
　
　
　
　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
高
野
原
二
―
五
―
十
四　

川
名
ま
こ
と 

方

　
　
　
　
　
　
「
東
日
本
大
震
災
句
集
」
係

　
　
　
　
　
　

電　
　

話　

〇
九
〇
―
一
四
九
六
―
五
七
二
〇

主
催　

宮
城
県
俳
句
協
会


